
新潟市一般廃棄物処理基本計画（素案）に対するパブリックコメントについて 

 
【パブリックコメントの実施状況】 
 ・実施期間    平成２３年１２月１６日（金）から平成２４年１月１６日（月）まで 
 ・資料の設置・配布場所  各区役所地域課、市政情報室、廃棄物政策課、市ホームページ 
・パブリックコメント提出人数 ４名 
・パブリックコメント意見件数 １４件（ごみ：８件、生活排水：４件、共通：２件） 
 
【一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に対する意見】 

意見箇所 意見の概要 修正前 修正後 市の考え方 

第２章  処
理・処分の状
況（Ｐ１４） 

この図では適正
に処理されている
か分からない。特
にペットボトルや
プラスチックの処
理についてどのよ
うに行われている
のか分かるように
してほしい。 

ご意見を踏まえ修正
します。 

資料１ 

-1- 



-2- 

 

意見箇所 意見の概要 修正前 修正後 市の考え方 

第２章 焼却
施設の稼働状
況（Ｐ２１） 

 エネルギー政策とし
て、すべての焼却施設で
ごみ発電を行うべきで
ある。 

～焼却余熱で発生させた蒸気で発

電を行っている３施設（新田清掃

センター、亀田清掃センター、鎧

潟クリーンセンター）～ 

修正なし 今後新たな施設を整備する場
合には、ご意見を踏まえ検討し
ます。 
 なお、今後設備の更新にあた
っては地球温暖化対策の観点か
ら温室効果ガスの削減に取り組
むこととしています（Ｐ４３）。 

第３章 家庭
系ごみ量（Ｐ
３ ０  ５ 行
目） 

「～減量効果を維持
するともに～」は「～減
量効果を維持するとと
もに～」が正しいのでは
ないか。 

平成20年 6月実施の新ごみ減量制

度によるごみ減量効果を維持する

ともに、～ 

平成 20 年 6 月実施の新ごみ減量制

度によるごみ減量効果を維持する

とともに、～ 

ご意見を踏まえ修正します。 

第３章 ごみ
処 理 の 目 標
（Ｐ３０，３
１，３３内の
各図の凡例部
分） 
 

各図内の凡例部分の
文言を統一すべきでは
ないか。 

・Ｐ３０内の図２３凡例 

減量施策効果 人口減少  

・Ｐ３１内の図２４凡例 

減量施策分  人口減少分 

・Ｐ３３内の図２６凡例 

 減量施策分  人口減少分 

・Ｐ３０内の図２３凡例 

減量施策効果 人口減少分 

・Ｐ３１内の図２４凡例 

減量施策効果 人口減少分 

・Ｐ３３内の図２６凡例 

減量施策効果 人口減少分 

ご意見を踏まえ修正します。 

 
 
 
 
 



-3- 

意見箇所 意見の概要 修正前 修正後 市の考え方 

第４章 基本
方針１（Ｐ３
５ 基本施策
１－個別施策
３ 、 Ｐ ３ ６ 
（３）） 

「雑紙」と記載の部分を「古
紙類」としてはどうか。 

Ｐ３５：〔個別施策３〕雑紙、プ

ラスチック製容器包装の分別推

進 

Ｐ３６：（３）雑紙、プラスチッ

ク製容器包装の分別推進 

修正なし 燃やすごみに含まれる再資源
化可能な古紙類のうち、お菓子の
紙箱等の「雑紙」が特に混入割合
が多いため、「古紙類」とはせず、
あえて「雑紙」と記載しています。 

第４章 基本
方針１（Ｐ３
５ 、 Ｐ ３ ８ 
基本施策４） 

「市民・事業者・市の協働
した体制づくり」は「市民・
事業者・行政の協働した体制
づくり」とした方がよい。 

Ｐ３５：基本施策４ 市民・事業

者・市の協働した体制づくり 

Ｐ３８：市民・事業者・市の協働

した体制づくり 

Ｐ３５、Ｐ３８では修正なし 

（※Ｐ１、Ｐ７、Ｐ２６、Ｐ

２７で「行政」となっていた

部分を「市」に修正） 

この基本計画は廃棄物処理法
に基づき「市」が定めることとさ
れている計画であり、計画の基本
理念でも「市民・事業者・市の協
働」を謳っています。 
なお、１ページ目のほか「市
民・事業者･行政」と記載してい
た箇所を「市」に修正しました。 

第４章 基本

方針１（Ｐ３８ 

（４）） 

「市民と一体となって」は
「市民・事業者と一体となっ
て」としてはどうか。また、
具体的な推進策においても
「市民と協働した」は「市民・
事業者と協働した」としては
どうか。 

・生ごみの水切りや地域でのリサ

イクル活動など市民と一体とな

って取り組むほか～ 

・市民と協働した生ごみ減量運動

の推進 

・生ごみの水切りや地域での

リサイクル活動など市民・事

業者と一体となって取り組

むほか～ 

・市民・事業者と協働した生

ごみ減量運動の推進 

ご意見を踏まえ修正します。 

第４章 基本
方針４（Ｐ４
３ ワク囲み
内） 

「市民のごみ減量化の努力
と」は「市民・事業者のごみ
減量化の努力～」としてはど
うか。 

市民のごみ減量化の努力と少子

高齢社会の進展に伴い、今後ごみ

量が減少していくなかで、～ 

市民・事業者のごみ減量化の

努力と少子高齢社会の進展

に伴い、今後ごみ量が減少し

ていくなかで、～ 

ご意見を踏まえ修正します。 
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【一般廃棄物（生活排水）処理基本計画に対する意見】 

意見箇所 意見の概要 修正前 修正後 市の考え方 

第 ２ 章  し
尿・浄化槽汚
泥処理の現況
（Ｐ５） 

ごみと同様にエネルギー対
策の観点から、舞平清掃セン
ターだけでなく、すべての清
掃センターで発生するメタン
ガスの有効活用を行うべきで
ある。 

舞平清掃センターの汚泥の

一部は、生ごみと混合しメタ

ン発酵させ、発生ガスは場内

燃料として、発酵後の消化汚

泥は堆肥化して活用してい

ます。 

修正なし 費用対効果の面で既存施設へのメ
タンガス化設備の設置は困難と考え
ています。 
なお、既存の一部下水道施設におい
て、下水汚泥から発生するメタンガス
を場内電力に活用するための設備改
修を行っています。 

第２章 生活
排水の処理主
体（Ｐ６） 

生活排水の処理主体につい
て、公共下水道、農業集落排
水施設、合併処理浄化槽、単
独処理浄化槽、し尿処理施設
が一般にはどのような施設か
分からないため、説明を加え
てはどうか。 

 Ｐ４下部に「生活排水」「公

共下水道」「農業集落排水」

「合併処理浄化槽」「単独処

理浄化槽」「し尿処理施設」

「終末処理場」「公共用水

域」の用語解説を追記。 

ご意見を踏まえＰ４下部のスペー
スに、用語説明を追記します。 

第３章 生活
排水処理施設
整備の基本方
針（Ｐ７） 

生活排水処理施設整備の基
本方針「方針３」について、
文末の「適切な指導・啓発を
行います。」は誰に対して行う
のか追加した方がよい。 

方針３ 公共下水道又は農

業集落排水施設が整備され

た区域内においては、全ての

対象世帯等が接続するよう、

適切な指導・啓発を行いま

す。 

公共下水道又は農業集落排

水施設が整備された区域内

においては、全ての対象世

帯等に対し適切な指導・啓

発を行い、接続率の向上に

努めます。 

ご意見を踏まえ修正します。 
 

附属資料 し
尿処理施設の
概要（Ｐ１４） 

し尿処理施設の概要の一覧
に「現在日」を入れた方がよ
い。 

 一覧の左上に（平成２４年

２月現在）を追記 

ご意見を踏まえ修正します。 
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【ごみ・生活排水の両計画に共通する意見】 

意見箇所 意見の概要 修正前 修正後 市の考え方 

その他 ごみの減量化は市民・事業者・行政の
３者が協働して推進していくのだから、
監視も行政任せではなく３者が協働し
て監視する体制づくりが大切である。 
計画期間が長いので、５～６人からな
る監視委員会を設置し、少なくとも年１
回の評価会議を開催するなどして、進捗
状況をチェックしていく体制を作るこ
とが大切である。 

 修正なし  基本計画の進捗状況については、毎年、有識
者や市民からなる清掃審議会に進捗状況等を
報告し、評価やご意見をいただいくことによ
り、チェック機能が果たされると考えていま
す。 

その他 基本計画中、分からない用語が散見さ
れるため、素人目にも分かりやすく工夫
されている用語集の記載を求める。 

 ＜ごみ＞第５章に

用語集を追記 

＜生活排水＞Ｐ４

に用語説明を追記 

 ご意見を踏まえ修正します。 
 
 
 

 


